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手当たりしだいとも思われましたが、やはり得る   
－82－   
ものは多くあり、当日のレジュメに書いた参考文  
献はほんの一部とも感じられます。   




































4）IMFの政治的影響力の排除   
アメリカの影響を多大にうけているIMFの監  
督のために柑0などの機関が必要。   
京都大学岩本ゼミの主張♪   
テーマを「アジア経済長期安定のために束アジ  
ア諸国がとりうる為替制度に関する提案」とし、  





・新興市場諸国である東アジア諸国の経済成   
長には外資流入が不可欠。そのためには、為   
替レート安定が望ましく、完全な変動相場制   
はそぐわない。一方で、厳格な固定相場制も、   
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◎ 国際通貨の安定に向けて  
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